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た。AuNR-ゼラチン複合足場材料は、in vitro 細胞培養および in vivo 実験においてヒト乳がん細胞
(MDA- MB-231- Luc)に対して高効率の光熱アブレーション効果を示した。 
第 4 章では、がん治療後の乳房の再建を想定し、生体組織工学による脂肪組織の再生について検討
している。第 3 章の AuNR/ゼラチン複合多孔質材料を足場材料として用いてヒト間葉系幹細胞（hMSC）
































 平成 31 年 2 月１9 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
